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2 E:p-5　　　　染料の歴史の体系化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛大教育　田辺　勝利

　　目的　石器時代から現代に至るまでの染料の歴史を体系的に把握するために「年表

　　染料の歴史」を作成した。天然染料から合成染料への変遷過程の内容を多面的観点

　から綿密に調べた。

　　方法　種々の文献・メディアから主として染料、顔料、染色に関する情報を収集し

　、年表形式で整理した。石器時代は顔料を中心としてまとめた。それ以降から合成染

　料が登場するまでは、天然染料と顔料を中心にまとめ、天然染料の欄は新大陸、ヨー

　ロッパ、西アジア、東アジアの地域別に分け、特に藍と茜の枠を設定した。合成染料

　が登場する時代以降は、天然染料、合成染料、染料の応用、顔料の欄を設定した。染

　・顔料の数はすこぶる多いので、歴史、実用、学問ト重要なものに限定した。

　　結果　　1.染料、顔料は直接的に人間の視覚を刺激するので、人は古くからそれ

　らに深い関心を持ってきた。2.出土した粘土板やパピルスに染色技術の記述がみ

　られる。　3.色の変化こそ物質変化（化学変化）の本質である、と解釈されていた

　。　4.もっとも古く人工的に合成されたものは、「エジプトの青」といわれる顔料

　であった。　5.繊維に染められた最古の染料でその種類が分析によって明らかなも

　のは、エジプトの亜麻に染められた藍、茜、紅花、インドの綿に染められた茜である

　。スイス湖上遺跡の亜麻布にウェルドがみられる。　6.歴史的にも、現代において

　も、天然、合成染料は医薬、薬学と深い関わりがある。　7.硫酸の本格的大量使用

　は、織物の漂白と共に、藍を羊毛に染めることからはじまった。

2Ep-6　　　　　　性役割意識と服装行動との関連について（第3報）

　　　　　　　　　-一一性役割意識測定尺度の作成および信頼性の検討一一一

　　　　　　　　華頂短大（非）　○西藤栄子　　　　奈良女大家政　中川早苗

　目的　本研究は性役割意識と服装行動との関連性を検討することを目指して、第1報で

は性役割についてのイメージ用語の収集からイメージにおける男女間の差異の検討、第２

報では収集されたイメージ用語から、出現頻度を基準にIて、従来の測定尺度用語をも加

味し、8 1語の性役割特性用語が選択され、特性用語の意味構造が検討された。本報では

前報での結果をもとに、服装行動との関連性を検討するための性役割意識測定尺度の尺度

項目を決定し、測定尺度の妥当性、信頼性について検討を行うた。

　方法　本研究の目的に適する性役割意識測定尺度を作成するために、第２報での因子分

析結果をもとに、尺度項目として30項目が選択された。これらの項目について男女の学生

および社会人計370人に、S D法による7段階評定で反応を求め、その評定値をもとに因子

分析および有意差検定を行ti い、前報の結果との整合性について検討した。またCronbach

のα係数を求め、測定尺度の信頼性も検討した。

　結果　前報の結果に基づき選択された身体特性およびパーソナイティ特性からなる30項

目の性役割特｡性用語について、s D 法によって反応を求めた。その評定値から因子分析を

行った結果、男性性、人間性、女性性の３因子が抽出され、服装との関連を検討するため

の性役割意識測定尺度は３次元モデルから成ることを確かめた。また各次元ごとの評定値

について、前報と比較するために有意差検定を行った結･果、整合性が認められ、尺度の妥

当性が確かめられた。信頼性についてもCronb8chのα係数が0.8以上とif い値が得られ、本

研究の目的に適する測定尺度が決定された。
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